タイトル
―サブタイトル―

１行アケ
【投稿者名は記入しない。投稿申込書に記入してください。投稿時にこの1行を消してください】

　日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改ｓ行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。日本語要旨は400字程度です。改行なし。

１行アケ
キーワード：キーワード１、キーワード２、キーワード３、キーワード４

１行アケ
【以下は投稿時には記入しない。英語タイトル、氏名、キーワードは採択後に提出となります。】

English Title English Title English Title:
Subtitle Subtitle Subtitle Subtitle Subtitle Subtitle
１行アケ
Minzoku, Taro
１行アケ
　The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. The English abstract should be about 200 words. 
１行アケ
keywords：keyword1, keyword2, keyword3, keyword4
＊keywordsの語頭は、固有名詞以外は小文字。芸能や楽器の名称など英単語ではない綴りや曲名は　イタリック体。
例：folk music, Kyoto, Takeda no komoriuta

本文は次頁より開始
１．本文
これは『民俗音楽研究』の１段組用のテンプレートです。本文のフォントは、全角はMS明朝10.5ポイント、半角はTimes New Roman10.5ポイントとなっています。
見出しのフォントはMSゴシック10.5ポイントです。

このファイルに上書きすることにより設定された書式（１段組44字×38行）になります。

　句読点は、「、」と「。」を使用し、数字は、一桁では全角、二桁以上は半角を用います。
　年号以外の４桁以上の数字には、半角の３桁コンマを挿入します（例：2,800人）。
年次は原則として、2021（令和３）年のように、西暦（元号）年と表記します。

また、このファイルはA4の設定となっていますが、機関誌の出来上がり寸法はB5に縮小されるため、図表・譜例・写真の大きさに注意が必要です。
提出ファイルの容量は２MB以内になるように、図や譜例、写真は必要に応じて圧縮してください。なお、採択後は、容量の大きい元データを入稿できます。

１．１　本文での見出しと行アケについて

見出しは　以下のような階層で示す。章（１．２．…）の間は１行空ける。それ以下は詰める。
	１．はじめに　 ※はじめに　の表記やナンバリングの有無は自由


１行アケ
２．

２．１　

２．２　　


１行アケ
３．

３．１．１　　


３．１．２　


３．２　　


１行アケ
　４．おわりに　※おわりに　の表記やナンバリングの有無は自由

１行アケ
　注
１行アケ
　引用・参考文献
１行アケ

　謝辞　※謝辞を入れるときはここへ


１．２　図表・譜例・写真
表は、【表１】とし、表の上に入れ、続けて表のキャプションを入れる。

譜例は、【譜例１】とし、譜例の上に入れ、続けて譜例のキャプションを入れる。
図は、【図１】とし、図の下に入れ、続けて図のキャプションを入れる。

写真は、【写真１】とし、写真の下に入れ、続けて写真のキャプションを入れる。

１．３　図表・譜例・写真のスペース

　図表、譜例、写真の表示方法を例示する。
原則として、頁をまたぐことはできいため、レイアウトに注意を払うこと。また、カラー写真は使用できるが、印刷上は白黒になる。

　図表、譜例、写真の上下には１行アケが必要である。
１行アケ
表１　キャプション（MSゴシック）
	項目１
	項目２
	項目３
	項目４

	結果１
	結果２
	結果３
	結果４

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


１行アケ
図、譜例などは、本文中に貼り付ける。投稿原稿の提出時はファイルが２MB以上にならないように、必要に応じて圧縮すること。入稿時はオリジナルデータを提出する。
１行アケ

[image: image1]
図１　キャプション
１行アケ

[image: image2]
譜例１　キャプション

１行アケ
写真も図や譜例と同様に本文中に貼り付ける。ファイルが２MB以上にならないように、必要に応じて圧縮すること。
１行アケ

[image: image3]
写真１　キャプション
１行アケ
図や写真は横に2つ並べることも可能であるが、小さくなりすぎないように気を付けること。

１行アケ

[image: image4]

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 
[image: image5]
写真２　キャプション　　　　　　　　　　　写真３　キャプション
１行アケ
図表、譜例、写真などを１頁全体に表示することも可能である。余白を有効に使用するために90度回転させてもよい。
また、右のように、本文と図表や写真を並べることも可能である。ただし、写真が小さくなりすぎないように注意を払うこと。
いずれにしても、読者に見やすい大きさの図表、写真のスペースを取ることが望ましい。

写真４　キャプション
１行アケ
１．３　図表・譜例・写真のキャプション

　キャプションは図（表・譜例・写真）の番号、タイトル、出典（説明等）を記す。図表等の出典の表記は本文における引用と同様である。以下に例を挙げる。

[image: image6]
図１　キャプション
（「タイトル」http://○○○○○○○○○○.htmlより）

表１　キャプション（MSゴシック）

	項目１
	項目２
	項目３
	項目４

	結果１
	結果２
	結果３
	結果４

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（日本放送協会編 1991：65-66をもとに筆者作成）
　１行アケ
２．書式
英文タイトルや英文要旨の中で、芸能や楽器の名称など英単語ではない綴りは、イタリック体で記す。（例： shino-bue, Sanbiki Shishimai）

２．１　注　
本文中に示す注は１）、２）のように、上付き、片カッコを用いる。
	例：（本文）1960年代に保存会が発足して以来、活動が続けられている。１）

【注】

１）保存会現会長の佐藤氏によると、保存会の正確な発足年は不明とのことである。


２．２　引用

　本文の分量が上限を10ページであり、省スペースの観点から、引用の出典は「注方式」ではなく「引用文献一覧方式」とする。すなわち、本文や図表等のキャプションに出典情報を記載し、本文の後に引用文献の一覧を記す。ここでは本文中に出典情報を記載する例を挙げる。本文や図表等でも同様の記載方法とする。
例：（本文）…ことが明らかにされている（林 1951：12-14）。（著者名半角スペース発行年全角コロンページ）
１行アケ
３．　本文の後に記載する注ならびに参考・引用文献の書式について
注および、参考・引用文献の前に１行アケる。

１行アケ
注　
１）保存会現会長の佐藤氏によると、保存会の正確な発足年は不明とのことである。
１行アケ
引用・参考文献
　本文の分量が上限を10ページであり、省スペースの観点から、引用文献と参考文献は分けないこととする。
　和文、欧文の順に示し、和文は著者の姓の五十音順、欧文はアルファベット順に記載する。原書の日本語訳を引用文献として用いるときは和文である。

　同一著者の文献は発行年の順に並べ、同一年に複数あるときは2022a, 2022b, とする。

　発行年は、西暦を用いる。

　記載の順序は、単行本は、著者名（姓名）、発行年、書名、（出版地：）出版社　とし、論文（雑誌記事）等は、著者（姓名）、論文（記事）タイトル、掲載誌名、巻号、論文（記事）全文の掲載ページ半角コンマ　とする。執筆者不詳の場合は書名から記載し、リストの最後に置く。
　書名の記載法は、和文の書名は『』で括り、欧文の書名はイタリック　とする。

　論文（記事）のタイトルは、和文は「」で括り、欧文はイタリック　とする。

　サブタイトルがあるときの記載法は、和文では、サブタイトルの両側を全角ダッシュ《―》で括り、欧文では、メインタイトルのあとに半角コロンと半角アケでサブタイトルを続ける。

　原書から引用したが、原書に邦訳がある場合はその情報も併せて記載する。

　引用が新聞やインターネット、楽譜、CD 等を引用する場合も上記に準じて記載し、URLと閲覧日を記す。

　以下に記載例を示す。
《和文文献の例：単行本》

小泉文夫  1977『音楽の根源にあるもの』青土社.
《シリーズの場合：書名等を略さず記載する》
日本放送協会編　1990『日本民謡大観（沖縄奄美）八重山諸島篇』NHK出版.

日本放送協会編　1991『日本民謡大観（沖縄奄美）宮古諸島篇』NHK出版.

日本放送協会編　1992『日本民謡大観（沖縄奄美）沖縄諸島篇』NHK出版.

日本放送協会編　1993『日本民謡大観（沖縄奄美）奄美諸島篇』NHK出版. 

《単行本や雑誌に掲載された論文等の例》

小島美子　2023「まつりをする人々の思いとその地域の世界、音楽を考える」『民俗音楽研究』48：23-33.
メリアム，P. アラン、藤井知昭・鈴木道子訳　1980『音楽人類学』 音楽之友社.
《欧文文献の例：単行本》※邦訳がある場合はこのように記載する。欧文文献・邦訳表記内のスペースは半角とする。
Merriam, A. P. 1964 The anthropology of music. Northwestern University Press.［メリアム，P. アラン、藤
　　井知昭・鈴木道子訳 1980『音楽人類学』 音楽之友社.］

《インターネット上の資料》
文化デジタルライブラリー　https://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/（2023年３月15日閲覧）

《執筆者不詳の場合》
「民俗音楽」『標準音楽辞典』音楽之友社：1231.
※これらの記載方法で不都合がある場合は、機関誌編集委員会までお問い合わせください。

minzoku_kikanshi@googlegroups.com　
１


２


３


４


５


６                 図を貼り付ける（容量に注意）
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４                譜例を貼り付ける（容量に注意）
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６                 写真を貼り付ける（容量に注意）
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６                 図を貼り付ける（容量に注意）
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